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Abstract  ITE (The Institute of Image Information and Television Engineers) provides a word template file for the Technical Report of ITE.
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1. 原稿用紙

1.1. タイトルその他(1ページ目上部)に関して

技術研究報告の1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所属，住所，メールアドレス，キーワードの和文と英文及びあらまし(和文300字程度，英文100語程度)を，それぞれ記述してください．

[特別招待講演]の方は[特別招待講演]，[特別講演]の方は[特別講演]，[招待講演]の方は[招待講演]，[基調講演]の方は[基調講演]等，一般の講演以外の方はタイトルの前に[○○講演]と必ずお入れ下さい．
1.2. 本文に関して

本文は1.1の「タイトルその他」に続けて記述してください．記述に関しては，このテンプレートファイルを用いて作成するか，あるいは，任意のA4判の用紙を利用することができます．その場合には，本文は左右18cm，天地25.5cm以内の長さにおさまるよう行間・字間を調整してください．

2. 原稿提出枚数

連絡用紙に指定の提出枚数が記載してあります．図・表，写真を含め制限枚数以内で作成して下さい．原稿を作成する前に，手持ちの原稿量と制限枚数とを十分勘定して必ず制限枚数におさまるようご注意ください．(枚数を超過した原稿は受け付けません)

3. 原稿の書き方

文字の色は黒とし，印字のカスレや濃淡のムラがないようご注意下さい．
文字の大きさ：本文は9ポイント活字を標準とし，字間および行間は適宜調整して下さい．
なお，コンピュータ・印刷機の機種による文字化けを防ぐために，ご使用いただくフォントは以下のものに限定させていただきます．
○日本語フォント：
Windowsの場合　MS明朝またはMSゴシック
Macintoshの場合
OSX以降　MS明朝またはMSゴシック
OS9.2以前　細明朝，中ゴシック，平成明朝，
または平成角ゴシック
○英字フォント：
　Times, Times New Roman, Helvetica, Arial, Symbol

やむをえずこれら以外のフォントをご利用の場合は，PDF変換時に「フォントの埋込み」を必ず行って下さい．埋込みをしていない場合の文字化けは著者の責任になります．
PDFファイルへの変換手続きにつきましては，
http://www.gakkai-web.net/pdf/　をご参照下さい．
4. 図と表，写真

図と表：原稿用紙の任意の箇所に直接記載（貼付）して下さい．

写真：出来るだけ一箇所にまとめて張り付ける（カラーで問題ございませんが，冊子は白黒印刷のためカラー写真も白黒となる旨ご了承ください）．

· 張り付けたものが原稿用紙の枠をはみ出ないこと．

· 図面，写真，表の文字や数字は本文と同じ大きさであること．

5. 著者贈呈分

出来上がりました技術研究報告は１件につき１部(合本)贈呈します．発表当日受付の担当者に発表者である旨お申し出下さい．

6. PDF化について

· セキュリティ設定はしないで下さい．

· ページ番号は挿入しないで下さい．

7. 著作権について

昭和５７年２月、昭和６１年４月の本会会告により、本会は会誌、論文、研究会資料、大会論文集等出版物の著作権は原則としてすべて本会に帰属することとしています。これは会員の学術的利益に資することを意図したものです。また、前記会告以前の著作物につきましても本会に帰属するものとしています。ただし当然のことですが著作者固有の権利である著作者人格権は著者が有しています。 
　本会に帰属する著作権には近年増えてきた電子的形態による利用も含まれていると考えています。従いましてｗｅｂ、ＣＤ-ＲＯＭ、電子図書館等に関わる著作権利用申請に対しましても本会が一括して対応する事としますのでご理解とご協力いただきますようお願いいたします。
※「著作権規程」について
　以前より、当会の発行物（「映像情報メディア学会誌」、「映像情報メディア学会技術報告」、「映像情報メディア学会年次大会予稿集」および「同ＣＤ－ＲＯＭ」、「映像情報メディア学会冬季大会予稿集」および「同ＣＤ－ＲＯＭ」等）の著作権は当学会に帰属しておりますが、近年、あらゆる場面で権利主張が行われる事態が予想されるため、次の通り「著作権規程」を制定し、著作者から譲渡書を提出してもらい、著作権の譲渡を明確にすることとなりました。
　これにより、著作権の不測の事態を未然に回避するとともに、第三者による侵害に対しては、著者とともに学会が対処することを明文化し、著作者の権利保護に当たりたいと考えておりますので、当会発行物にご投稿またはご執筆いただく方々には、原稿提出の際、譲渡書の提出にご協力下さい。
※「著作権規定」の主な内容
・著作物の著作権は学会に帰属させる
・譲渡は譲渡書の提出により成立する
・掲載されないときは譲渡書は無効とする
・原著者が私的利用以外で使用するときは、学会は営利目　　　

的以外の使用を許諾する
・第三者による侵害にたいしては著者と学会がこれに対処する
・この規程は施行以前の著作物にも準用される
8. 発行日について

研究会開催日（複数日開催の場合は初日）の1週間前が発行日（公知日）となります．

9. 原稿提出先

下記までメール添付にてご送付下さい．

(社)映像情報メディア学会　事務局　研究会係

〒105-0011　港区芝公園3丁目5番8号

機械振興会館2階202-2号室

TEL：(03) 3432-4677　FAX：(03) 3432-4675

E-mail：gyoji@ite.or.jp
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